
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も水泳指導が始まっています！プール開きを予定していた６月２８日は天候不良のた

めできませんでしたが、７月から学年ごとに水泳の授業を行っています。バブリング（鼻か

ら息を出して口で吸う）やけのび、バタ足・クロールなど学年に応じた指導を行うととも

に、一人一人の児童の実態に応じて、泳力を伸ばせるよう指導しています。今年度も夏休み

のプール開放を PTA の保護者の皆さんのご協力の下、実施します。児童はプールでの水泳を

楽しみにしていますが、けがや事故のないよう、安全管理をしっかりと行い、実施したいと思います。ご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

救急蘇生法講習会・引き渡し訓練 

６月の参観授業日は、夏休みのプール開放や水遊びの場面に備えて、ＰＴＡ主催の救急蘇生法講習会を開きま

した。水の事故は命に関わるので、絶対に起きてはなりませんが、万が一のことを想定してみなさん真剣に取り

組んでくださいました。また、今年度も緊急時児童引き渡し訓練をさせていただきました。保護者の皆さんのご

協力を得て、スムーズに引渡しを行うことができたように思います。ご参加・ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

神石高原町未来創造課の事業である巡回演奏会を７月３日に開催していた

だきました。 

ヴァイオリン奏者の篠崎史紀（しのざき ふみのり）愛称「まろ」さんとピ

アノ奏者の野瀬百合子（のせ ゆりこ）さんの２名による素敵な演奏を全校

児童が鑑賞しました。クラシック曲の演奏とその曲の物語について分かりや

すくお話しいただきました。また、「まろ」さん自身の海外での経験談などを

楽しく話していただきました。子供たちは、音楽家の生演奏をじっくり聴き、

楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒720-1522  広島県神石郡神石高原町小畠１３７０番地 
TEL     0 8 4 7 - 8 5 - 2 8 1 6  FAX ０８４７－８５－２６０１ 
ＵＲＬ   http://www.jinsekigun.jp/school/sanwasho/ 

学校だより          神石高原町立三和小学校  

 

かがやく三和っ子 
令和６年７月１１日 

巡 回 演 奏 会 

８・９月の行事予定 
 

８月 ６日（火） 登 校 日 ① （ 平 和 学 習 ） ８ ： １ ５ ～ １ １ ： ４ ０  

８月１７日（土） Ｐ Ｔ Ａ 環 境 整 備 作 業  ８ ： １ ５ ～ ９ ： ４ ５  

８月２６日 (月） 登 校 日 ②  ８ ： １ ５ ～ １ １ ： ４ ０  

９月 ２日（月） ２ 学 期 始 業 式  

９月１２（木）１３日（金） 修 学 旅 行 （ ６ 年 ）  

９月２０日 (金） 社 会 見 学 （ １ ～ ４ 年 生 ）  

９月２５日 (水） 町 陸 上 記 録 会 （ ５ ・ ６ 年 生 ）  

 

【いじめ，体罰，セクシャル・ハラスメント相談窓口】担当：教頭（宮本毅），保健主事（辻 颯志教諭） 

いつでも遠慮なくご相談ください。（℡85-2816）その他の関係機関でも，相談を受け付けています。 

○神石高原町教育委員会   ℡0847-89-3341              ○広島県立教育センター   ℡082-427-3076  

○広島県教育委員会事務局 ℡082-513-4917              ○24時間子供ＳＯＳダイヤル  ℡0120-0-78310  

 082-513-4918 

082-513-4919 

7 月になりました！ 

バスに乗るまでの間に、子供たちが自由に使える時間が少しあります。子供たちは帰ってから集まって遊ぶ時

間がないこともあり、バスに乗るまでの間に集まって遊んでいます。 

6 月のある日のことです。一輪車で遊んでいた低学年の子 2 人がやや新しい一台の一輪車を巡ってもめてい

ました。同じサイズの少し古い一輪車は、もう一台そばにあります。意見や思いが違うことに折り合いを付ける

ことは、社会で生きていく上でも必要な力です。そのため、子供同士で話し合い、折り合いを付けてほしいと、

見守っていましたが、なかなか折り合いがつきそうにありません。まだまだ、子供たちは大人への階段を上って

いるところですから、「折り合いをつけることを教えよう」と、校庭に歩きかけたその時です。私と同じように心

配しながら低学年の様子を見ていた高学年の女の子達が低学年の子のところへ集まっていきました。私は、歩き

かけた足を止め、改めて見守ることにしました。 

高学年の女の子達は、2人の低学年の子に自然に寄り添うように分かれていきました。そこで、それぞれの話

を聞いていました。最後まで話を聞いて、もめる対象となったやや新しい一輪車ではない、少し古い一輪車を指

し、「その一輪車も乗りやすいよ」などとアドバイスしていました。すると、低学年の子は、2つある同サイズの

一輪車は、少し古い、やや新しいという違いはあれど、同じように乗りやすいのだという事を理解し、どちらで

もよいという気持ちになったようでした。「少し新しいのにも乗りたいけど、同じように乗れるなら」と心の折

り合いを付けたのだと思います。 

気持ちのわだかまりもあり、すぐにはニコニコとは出来ていませんでしたが、楽しそうな顔になるまでには、

そう時間はかかりませんでした。（大人こそ見習いたいですね。いつまでも気持ちの折り合いが付けられず、後

悔したことはないですか。） 

三和小では、三和小ブランドという子どもたちに「こうなってほしい姿」を５つ目標に掲げています。その

中に『困っている人のために行動できます』『みんなで協力して問題を解決します』というという項目がありま

す。今回、高学年の女の子がとった行動は、まさに「困っている低学年の子のために行動」したことです。そ

して、「何人かが協力した」からこそ、問題の解決が出来たのだと思います。子供たちの中に、こういった行動

が少しずつ増えてきているように思います。これからも、教職員一同、6年間を見通して、心豊かな子供たち

を育てていきたいと思っています。今後とも、学校の取組へのご理解、ご協力、応援をよろしくお願いいたし

ます。   神石高原町立三和小学校 

校  長  前田 静樹 


